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代
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n
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す
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Civilisation,

の
三
期
'に
分
ち
、
货
の
各
時j 

代
を
衷
に
第
ニ
、
第
二
、
：第
三
期 

1
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e
r
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:
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i
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-
h
e
r

 

s
v
g
e
*

enter, 
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s
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分 

|

.つ
れ
,
其
根
據
ビ
す
名
所
は
生
活
資
料
の
坐
產
方
法
の\

 

如
何
で
ぁ
つ
れ
。
斯
彳
の
加
ぐ
入
類
の
原
始
的
狀
態
に 

斜
し
で
論
理
的
順
序
を
發
铋
せ
ん
と
し
れ
の
はE

n
g
e
l
s

.

に
從
へ
ば
、M

o
r
g
a
n

を
以
つ
て
其
の
初
め
ビ
す
る
。

前
':
a
.て
M
.
o
r
g
s

の
硏
究
對
象
は
蒙
味
時
代
、
野
®
時

.代

.及
び
文
明
時
代
の
第
一
期
で
あ
つ
た
。
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一
ぎ
味
時
代 

:

一
、
寧
ー
期
3
入
«
の

初

期

で«>
-

つ

て

人

類

は

熱

帶 

ま

た

は
is
熟

帶

の#
林
^
居

を
#

へ
.
、

其

の

食

と

す

を 

所

は

！
、
'
果
實
、
.堅
果
、
•細
根
で
あ
.つ
た
。
.
こ
の
時
期
®

.
人

類

の

最

大

の

產

物

ば
• *
の

言

語

_で

あ

る

。'
.人

類

.の

此
 

の

時

期

は

數

千

年

の

長

き

に.涉

つ

て

.
ゐ

る

が

0

其

の

：晦
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存
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，存

し

«
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.二
、
第
.ニ
期
' 

こ
の
時
期
は
魚
類
の
利
用
と
火
の
：使 

用
を
以
て
始
爻
つ
て
.ゐ
る
。
Z

の
新
し
い
食
物
の
た
め 

に
人
類
は
氣
候
？
地
01
的
還
墙
と
か
ら
完
全
穴
S

t
 

る
こ
ビ
が
出
來
12
o
. 

3

5

€
て
人
*.
は

》』

の
‘蒙
眯
時
代 

に
お
い
で
河
川
0
ぬ
城
ビ
«
罾
線
€
に
從
づ
て
請
方
に 

散
布
さ
れ
た
の
で
あ
：る
'。
，不
完
全
な
初
期
H

0

j

石
器
ば
多
く
乙
の
時
代
に
風
す
る
も
の
で
あ
る
。

:

三
、
第
三
期
：
弓
矢
：の
發
明
を
以
て
初
ま
る
。
こ
の 

诗
代
は
人
類
が
其
の
常
食
^
し
V

E
肉
を
求
め
、
狩
獵 

$

の
平
常
の
業
ど
し
-て
ゐ
ね
時
代
で
あ
る
？
肖
矢
の 

如
き
比
較
的
祓
雜
，な
器
具
の
：發
明
は
多
く
の
.經
驗
ビ
高 

度
の
智
識
を
必
要
e
す
る
。
.從
つ
て
こ
の
時
代
に
あ
つ 

七
^
、
こ
の
外
他
の
發
明
も
あ
づ
^
も
の
ビ
椎
定
し
な
. 

け

^
ば
な
ら
な
い
。
t
.め
武
器
の
點
K
文
明
發
達
^
各 

階
段
の
.特
徵
を
求
め
る
な
ら
，ば
蒙
味
時
代
‘
弓V」

矢
、
-
. 

野
徵
時
代
は
鐵
の
刀
、
|,
文
明
時
代
は
銃
砲
が
之
^
適
應 

す
る

:0

.
:
'
 

.
:
:
:
、
:

ニ

»
蠻
時
代
'..

.

第」

期
/
'野
®
時
代
の
第I

期
ば
陶
器
を
作
る
技
術 

の
^

は
れ
た
時
に
#
ま
つ
て
：ゐ
るO

こ
の
棱
術
は
耐
火 

—

用
^
しv

木
器
S

K

粘
土
を
塗
な
ズ
と
に
其
の
起
'源 

を
.求
め
る
事
が
.出
來
る
の
で
あ
名
。

.
野
蠻
時
代
以
前
^

,.
1
?
吾̂
々
は
1
定
時
期
に
お
»
る 

.
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ス

窘

進
化
過
程
を
一
般
的
R
す
べ
て
の
民
族
に
、
其
の
地
理 

.的
狀
態
を
考
量
に
入
れ.す
し
て
，論
す
る
こ
。
ど
が
出
來 

‘た
。.け
れ
ど
も
吾
力
：は*
蠻
峙
代
の
创
始
€
典
に
兩
‘大 

‘

陸
の
自
然
の
資
源
の
相
異
を
認
め
な
け
れ
.ば
な
ら
な
い 

階
段
に
.達
し
た
。

■

.

,
第
二
期
第
ニ
期
は
柬
半
球
代
お
い
て
は
働
物
の
馴 

.

.化
ビ
飼
養
、
西
半
球
に
お
.

s

て
は
食
用
植
物
の
栽
培
ど 

灌
漑
と
を
以
つ
て
始
ま
む
、

,t
た
建
物
用
ミ
し
て
苟
ぢ 

a
d
o
b
e

 

(

日
光
で
®
し
た
練
系)

€

を
用
ひ
炎
の
が
こ
の
.

,

期
の
..始
ま
ち
で
ぁ
る
0
西
半
球
に
あ
い
^
は
S
萄
S
- 

:«
瓜
、
：部
瓜
等
が
栽
焙
せ
：ら
れ
、
こ
れ
等
の
植
物
が
彼
. 

等
の
主
食
物
で
ぁ
つ
た
。，
彼
等
は
防
«
エ
事
の
，ぁ
る
村 

を
形
成
し
、
木
^
家
屋
に
往
ん
で
ゐ
れ

.0

金
風
は
齒
を 

餘
い
て
は
程
々
な
^

の
が
使
用
さ
れ
て
ゐ
^
。；
*
半
球 

に
お
い
.て
は
そ
の
.時
期
は
乳VJ

肉W

を
供
給
す
る
.動
物 

を
飼
簑
し
た
時
^
始
ぎ
つ
て
：ゐ
名
。，.植
物
_の
：栽
培
は
ま 

だ
知
ら
れV

ゐ
'な
か
つ
た
«

で
.ぁ
る
。
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^
卿

-
鐡
鑛
の
溶
解
紀
始
难
つ
て
-文
举
の
發
明
名
.

：
-.

0 

.

-.

•

其

，
の

記

錄

の

れ

ゆ

に

利

用

ネ

れ

れ

ミ

&

忙
文
明
時
代
^
' 

.
社
會
は
生
活
資
料
の
生
產
を
中
心
と
し
て
斯
く
の
如 

入
る
叫
の
期
間
が
是
节
あ
る
。「

こ
.の 

•
.く.進
步
し
た
。
然
ら
ば
V
V
S生
產
方
法
の
進
步
に
敏
應 

康
の
改
善
進
步
は
過
去
す
ベ
て
の
時
^

を
綜
合
む
为
:

す
る
所
の
社
會
龃
織
の
變
鶴
如
何
。
乙
の
間
題
に
答
：ふ 

ょ
ぅ
も
大
で
、あ
る
。
，ギ
リ
シ
ア
の
.英雄が活動ロ

 

\

る
た
め
化
は
、
家
族
の
形
態
と
氏
族
制
度
と
化
就
い
て 

丨
マ
の
建
設
せ
ら
れ
石
少
し
以
前
の
ィ
タ
リ
ア
，民

族

語

ら

.な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ぅ
し
て
氏
族
制
，度
が
家 

T
a
d
t
u
s

 

.時
代
の
獨
乙
民
族
は
.

> 

30 '
時
代
に
赐
す
る
も

一
族
の

0

0

d

共
に
變
ft
し
，て
遂
に
其
の
-#
«
'を
薇
起
す 

の
.で
*
る
。
'

'

.

,
 

石
^

至
つ
た
原
因
を
記
述
す
ゐ
と
^
は
國
家
の
本
質
を
. 

.
以
上
の
部
述
を
槪
栝
し
^
見
れ
ば
次
の
通
り
光
あ
—
語
る
上
k

お
いV

.

重
要
で
‘あ
る
。
何
£

な
柃
ば
«
族
僩 

る
o
即
ち
蒙
昧
時
代
は
既
成
の
向
■
物
を
主
S
し
て
取
：
一
度
崩
壌
の
廢
墟
の
土
に
打
ち
建
て
ら
れ
た
の
が
國
家
だ 

得
し
セ
時
代
で
あ
つ
て
，
人
類
の
天
才
ぼ
へ」

'の
取
得
を
か
ら
で
あ
る
。

.

•

‘

助
く
べ
き
'道
f

主W

し
て
發
唧
し
た
。
野

蠻

咏

代

は
:,
f

1

は
人
類
0
男
女
搠
係
を
五
つ
の
形
勝§

.

.

.

. 

一
 

•
 

V

動
物
飼
養
、；
農
業
反
び
人
間
の
勞
働
^

ょ
.つ
て
自
然
の(

.つ
て
ゐ
る
。
其
の
第
一
はunrestricted 

sexual 

inter— 

坐
：産
カ
を
增
加
す
る
新
方
法
の
.智

識

を

得

.た

時

代

で

あ

：
course, 

regelloser 

G
e
s

&.k
c
h
t
s
v
e
r
k
e
x

の
#

は
れ

i

?

衣
明
時
代
は
自
然
物
，の
利
用
を
鑛
大
し
、
技

術

並

れ

時

代

、
第
二
：、
血
族
婚
姻
の
家
族
家
0

O

1

1

 

R I

製
造
の
維
步
せ
.る
.時
代
.で
あ
る
6

:(
1

)

&:g
.
i
y
,

 

d
i
e
s
u
t
s
v
e
r
w
a
n
d
t
s
c
h
a
f
t
s
f
a
m
m
e，

第
3

、
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f
l 

^

fiV
.
E
a
g
e
l
s
Y
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i
g
i
n
o
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i
l
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隱
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^
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e
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四
、一

時
的
個
別
婚
姻
の
家
族
：tbe 

pairing 

family, 

die 

p
&
r
u
n
g
s
f
a
m
i
l
i
e
,

第
五
、
一
夫1

婦
の
家 

族 the m
o
n
o
g
a
m
o
u
s

 family, die. m
o
n
o
g
a
m
e

 w
a
m
d
i
e
,

M

,o
'
r
g
a
n
^
#
o
v
^
:
E
n
g
e
l
s

，
は
人
類
原
始
の
時
代 

に
.あ
け
る
^
女
の
關
係
ば 

unrestricted sexual, inter- 

•8
,
1
:
1
择

.が
行
は
れ
ゐ
た
も
の
と
推
眾
1>
;
れ
。
U
勿
論
现
在 

の
蒙
睐
野
蠻
の
種
族
に
ぁ
づ
て
多
こ
の
階
段
化
ぁ
る
も: 

の
‘は
赀
無
で
’ぁ
る
。
從
つ
て
其
の
直
接
の
證
明
は
之
を
一 

與

ふ

る

之

が

出

來

な

い

。
，
た

y M
o
r
g
a
n

及
び
其
の
學
.一
 

徒
は
)3
1
?
|
1

ぱ
叫
名
2
1

〖

式
血
族
{1
>-
11度
な
る
も
の
：か
ら
當
然
以 

土
め
椎
定
広
逮
す
る
も
の
で
ぁ
る
X
見
た
の
で
あ
る
0 

'■
.
D
^
a
n
co
u
r
a
v
i
d
i
a 

族
、H

i
n
d
b
s
t
a
n

，の

o
a
u
r
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族 

A
m
e
r
i
c
a
n

 Indian 

族
R

.お
い
て
は.

M
o
r
g
a
n

 

の
所
謂 

1
時
的
個
別
婚
姻
0
家
族
制
度the 

Syiidyasmian 

or 

waringvfamily

が

靡

在

七

て

ゐ

る
,0
而

し

て

こ

の

她

姻 

制
度
は
失
婦
何
抓
吸
侧
か
^
で
名
容
易
^
離
婚
す
る
.
Z

於

十

四

猞

(

ニ

六

：S
 

-
雜

錄

マv

ク
ス
派
の1

S
が
出
來
る1

夫T

婦
の
狀
據
で
あ
る
が
、
斯
樑
な
夫 

婦
の
產
兒
は
廣
く
認
め
■ら
れ
T

t

o、而
し
て
父
’、
母
、
 

.息
、
娘
、
兄
弟
、
姉
妹
な
へ
ゐ
語
は
斯
く
の
如
き
父
子
兄 

弟
0
間
に
用
ゐ
ら
れ

る

r j

ミ
は
疑
ひ
の
な
い
所
で
あ
る 

が
.、.
其
の
實
際
k
使
用
さ
れ
'て
ゐ
る
の
は
こ
0 ,
根
本
的 

の
意
義
に
各
い
て
の
み
で
は
な
い
。；
例
べ
ばIroquois 

族
は
其
の
自
身
の
子
を
息
子
及
び
娘VJ

呼
ぶ
の

み

な

ら
 

す
、
其
の
兄
弟
の
.子
を
'も
，同
じ
く

呼
び
、
SI
の
兄
弟
0 

字
は
彼
を
父
と
辦
し
て
ゐ
る
。
ま
^

Iroquois

族
の
女 

は

齒
身
0'
子
供
も
、
其
の
如
妹
の
子
供
を
も
、
典
の
乎 

と
呼
び
、
其
の
子
供
は
均
し
て
、
彼
女
を
母
ミ
呼
ん
で 

ゐ

る

。

然

し

、

彼

女

，の

兄

弟

の

子

は

甥

ま

た

は

«

^

»
 

ば
れ
、
彼
女
妨
其
の
*
故
-と
呼
び
、
姉
妹
0
子
供
は
彼 

女
等
の
兄
弟
の
.子
供
を
#
兄
弟
、：
從
姉
妹
€
呼
ん
で
ふ

,
，斯

く

の

如

き

父
' 
子
、
兄
'弟
.、
姉
姝
等
の
言
葉
は
堪
’ 

fc
,敬
稱
と
し
て
.用
ゐ
ら
れ
孓
ゐ
名
の
で
は
な
.い
。
そ
め

■
 

t

.

m

A'
M

1

H

七
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第
八
號

A

言

葉

の

內

に

血

族

關

係

の
.遠

近

、
之

に

從

ふ

其

の

義

務 

關

係

を

表

示

，し

、

.且

つ

こ

れ

等

の

關

係

の

綜

合

し

#
.
も 

0
如

乙

れ

等

の

民

族

の

社

會

紕

織

の

中

樞

的

要

素
^

力

：
 

る

o:

而

し

て

こ

れ

等

の

社

會

的

現

象

-
其

の. 

H
a
w
a
i
i

 

:

制
度
せ
を
對
此
乙
て
見
る
と
：
、
‘ 

H
a
w
a
i
i

式
血
族
制
度
は 

I
.
p
d
o
-
A
m
e
r

'-
S
.疾
の
全
れ
ょ
り
も
古
い
形
態
で
あ
ぅ
、 

l
u
?

A
m
e
r
i
c
a

族
が
一
度
通
過
し
て
來
打
家
族
の
形
態 

.
'で
あ
る
。
而
し
て
.Ha

w
a
i
i
、

式
血
族
制
度
も
ま
尨j

段

式
&
族
制
度
の
狀
態
於
らM

o
r
g
a
n

は
社
會
原
始
の
男|

以
前
の
形
態
が
存
在
し
て
ゐ
た
こ
ミ
を
推
定
さ
す
の
で

. 

.

.

.

.

.

.

.
 

■
 

.
 

.
 

{ 

,

女
關
*
を
推

定

し

^
0'
で

.あ
る
。S

andw
i
c
h 

Islands 

. 

C
H
A
W
a
i
p

に
お

い

.
て
は
第
十
九
世
紀
め
前
竿
受
で 

1
1
1
0
1
?
>
3
£
£
^

族
の
血
族
制
度
の
中
^
行
は
れ
れ
織
な 

家
族
の
形
態
が
存
し
て
ゐ
拎
。
然
る^

H
a
w
a
i
i
:

式
血
族 

制
度
ば
當
時
行
は
‘：れ
.て
ゐ
た
;:
'
1
1
^
?
^
3
6
1

^
〒
族
の
家 

族

の

取

，爐

ミ

は
一

致

し

な

い

も

の

で

あ
つ
れ
。
即
ちH

a
丨 

の
家
族
制
度
に
办
つ
て
は
、
^
豸
の
例
外
な
く
、

 ̂

弟
、：
姉
妹
の
す
べ
て
の
子
供
は
兄
弟
、：
姉
妹
ミ
考
へ
ら 

れ
、
彼
等
は
其
の
0
、
：
®
の
_
妹
ヽ；

其
の
父
ク
及
び
彼 

の
兄
弟
の
子
と
言
は
れ
る
の
へ
み
で
な
く
、：
其
の
■
親
の 

す
べ
.
-1
:
の
兄
弟
姉
^

0
子
^
風
ら
る
る
の

で

あ

る

9

斯 

イI
n
d
o
-
A
m
e
r
i
c
a

族
間
の
血
族
制
度
ミH

a

/̂aii

式
血
族 j

あ
る
。
こ
れ
は
何
で
あ
る
か
。.そ
は
人
類
がunrestricted 

| 

sexual iatercourse

の
狀
餾
に
'あ
つ
.た
時
代
が
之
で
あ 

\

る
。
：そ
の
意
味
は
男
女
間
の
關
係
に
お
い
て
何
等
强
力 

.に
ょ
る
制
限
が
存
在
し
な
い
狀
懑
を
言
ふ
の
で
あ
る
。⑴

:

P
、
る

1-egelloser 

Ges&lechtsverkehr 

の
狀
態
か 

j
: 

i

類
ば
|

家
*
制
度
釔
作
っ
た
の
々
あ
る
。
面
し 

I
て
家
族
形
態
の
，第
一
來
る
も
の
が
血
族
®
姻
の
家
族
で 

| 

ぁ

る

。
：
■

.

:

:
 

'

(

E
,
l.

)

-
1 op.,cit. 

pp. 

35*44、

こ
.の rcgelrser 

Gcsdl- 

l
e
c
h
t
s
v
c
r
k
e
h
r

の
荏
在
に
關
し
て
It
、
成
の
存
在
か
否
诧
す
る
-f
J 

力
^
議
論
が
あ
る
。oastav 

s
c
h
B
o
l
l
c
r

の
如
含
it
か
V
ろ
狀
煎 

は
.利
外V

し
て
は
双
む
ベ
き1
、
原
期
と
し
て
11
人

類

原

始

‘
の

時

代 

-

に
あ
つ
て
も
夫
婦
ー
對
め
個
别
的
婚
姻
制
度
^
行
は
れ
れ
こ
と
を

主
艰
丄
、
！5
0
^
£
3
の

如

杀

も

其

の

根

據

^

_

物

の

通

有

牲

れ

る

嫉 

妬
に
求
め
T
. 0
0
の
杆
は
れ
?:
、5

か
杏
定
し
て
ゐ
‘；る
o
尙
ほ 

■.
 

Die.Fc.rmen 

d

e

M

§
0
.
 

die, F
o
r
m
e
n

pu
o
r 

.wirtsc

ゴ aft

. 

;

.の

.齊
楫E

a
s
t

 

0

3

3の
如
さ
も
靳
く
.の
如
さ
歧
始
時
代
に
お
け 

ろ
狀
態
か
??
定
し
、凉
始
時
代
に
お
い
て
1
锻
密
な
る
個
別
的
家
族 

li
例
外
な
く
存
從
す
る
、>
ミ
如
主
艰
し
で
ゐ
る
。
珂
田
嗣
那
戊
著
衆 

、
:,
族
制
度
の
發
,

.

1

^

5草
■、同
氏
薺
家
族
制
度
饼
究
所
戰
|. 

.Grcsse

の
前
提
論
文
邦
課「

家
族
の
形
憩
A
純

濟

の

形

態

」

-#
照

.
•

.六

.

■.血

族

婚

姻0
家

族

ば

人

類

の

家

族

形

態

中

の

最

初

，の 

も
の
で
あ
る
°
而
し
で
：之
の
家
族
制
度
は
現
存
の
®

族 

中
^
あ
つ
て
、
最
低
の
文
化
^
あ
る
も
の
の
內
R
，
つ 

■て
も
發
見
す
^
•ァJ

ぐ

j

が
出
來
な
.
.
.
い
。
M
o
r,c
s

n

.
が
_こ
.の
. 

■血
§

姻
の
家
族
を
以
つ
て
人
類
最
古
の
家
族
制
度
ど 

し
た
論
據
は
所
謂
塬
來
式
血
統
制
度
で
，あ
つ
て
、
こ
の 

制
度
を
現
に
保
存
す
る
秫
族
はPolynesia

人
で
あ
つ
. 

で
就
中
前
述
のH

awaii

式
血
統
僩
度
'^
其

の

，
代

.
表

的

な
 

も
の
.で
あ
る
。
馬
來
式
血
統
刺
换
ビ
は
遠
近
す
ベ
て
の 

血
族
を
3£
隙

段

に

區

別

す

る

：
も

の

で
、
.第
ニ
段
に
«
す

第

屮

四

卷

.
(
1
H

ハ
七)

輯

： 

'
錄マかクス派の

る
：も

Q
は
自
己
、
' 兄
弟
姉
妹
フ
從
兄
弟
姉
妹
等
で
あ
9 

「

て
、
此
の
親
等
に
属
す
:5
も

の

は

何

れ

.も

吾

が

兄

弟

純
 

:
妹
で
あ
る
。
第
二
段
は
父
母
、
伯
叔
姑
、
其
の
從
兄
弟
.

姉
妹
等
で
何
れ
も
.吾
が
父
母
S
第
三
：段
は
父
方
の
祖
父 

|

母
、
：其
の
.兄
弟
姉
妹
及
び
從
兄
弟
姉
，銶
等
で
皆
吾
栌
祖 

父
母
、
第
四
段
《
子
女
、
甥
娃
及
び
其
の
從
兄
弟
姉
妹 

等
何
れ
も
吾
が
子
女
、
第
五
段
は
孫
及
び
其
':
0
從
兄
弟 

.
,姊
妹
等
背
吾
が
孫
兒
$
認
，

め
：；

る
'
o而

し

て

か

、

る

血

.統
 

刺
度
か
ら
肉
身
の
兄
弟
姉
妹
間
の
.國
體
娘
«
の
衍
'は
れ 

一
た
こV

を

M
o
r
g
a
n

' 

.

.
は
主
張
す
'る
；の
^
あ

ぷ

。
；
即

ち
 

I
Iこ
の
婚
姻
制
度
はgener

^.l
o
n
k

ょ
つ
て
随
體
婚
姻
を 

I 

.行

ふ

の

であ
る

,'
9

一，

.$
の
家
族
代
お
け
る
す
ベ
.て
‘の
麻 

)

六
叉VJ

祖
母
ビ
は
；皆
相
互
^
妻
で
あ
.
>、
央
_で
あ
る
。
_興
：
 

の
子
女
も
嚏
た
相
直
忙
夫
妻
で
あ
る
。
斯
樣
な
血
族
婚 

_
姻
の
家
族
は
進
步
レ
て
M]
體
婚
姻
;0
H

る
$

 

あ
る
.。
.人
類
家
族
制
度
9
:第
ニ
階
唆
で
あ
る
。

-,
:
.
.

A
類
の
.血
族
婚
姻
の
狀
態
の
弊
書
の
多
い
の
は
：、
蒙

岡
家
觀
：

 

第

八

魏
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H

V L
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第
十
四
餘(

一H

ハ
八)

雜

錄

マ
ル
ク
ス
ー
派
の
國
康
难
.

昧
の
猶
族
と
雖
も
之
れ
，を
悟
つ
^
。
さ
ぅ
し
て
男
.畜

'る
：
 

係
は
か
"A

る
理
由
か
ら
餘
程
の
刺
^
を
受
妙
名
欉
に
な 

:っ
於
の
で
あ
る
。
即
ち
血
族
婚
姻
は
團
體
觀
に
進
化 

レ
れ
。0
第

0-
根
本
阶
特
徵
は1

家
族
內
k
:お
：い
て
夬
S 

詆

€
か
典
通
の
も
の
で
あ
办
«
が
ら
、
、其
の
肉
身
の
兄
=

.

.弟
飾
妹
®

の

性

交

が

禁

じ

ら

，れ

て

：れ

こ

f
で
あ
る
。(

後 

に
到
り
允
?,
の
制
限
は
擴
脹
せ
^
れ
た
。i.

而
し
て
こ

の 

團
體
婚
姻
は
數
人
の
兄
弟
が
數
人
の
_

を
共
有
ん
、
若 

く

は
'^
人
0
姉
姝
が
數
人
の
良
人
を
共
有
：す

る
も

.の 

で

あ

，つ
，
，て
，
こ

の

婚

姻

_
體

ゆ

其

の

間

^

生

れ

れ

子

女 

ビ
S

1

家
族
を
形
成
す
る
。
從
つ
て
家
®
の
形
式
は 

.1‘ー’つ
あ
.
4。
31
:
の
1
は
jl
人
の
圈
體
が
兄
弟
^.
る
場 

，合
、
'
.
S ：

の
一1

は
妻
の
削
體
が
.姉
'妹
な
る
場
合
.で
あ
る
。

而
し
1
數
人
の
'5
1
治
が
數
人
の
_

¥
池
ハ
有
す
る
ビ

き
其 

の
妻
.同
志
は
*
単
姉
妹
で
は
：な
く
、

。Fllnalua‘"
i
n
-

 

timAte' c
omp

a
n
i
o
n
)

で
あ
ち

、

ft
入
の
»
妹
が
數
人

の

第
八
號

1 

w
o

夫
を:
典
有
す

き
は
彼
蹲
は
相
互
に

目

I
で

こ
の
形
德
め
家
族
が
頗
ぶ
る
重
要
で
あ
る
所
以
は
多 

ぐ
の
野
S

K

族
：の
社
會
御
基
_

を
形
成
す
る
，氏
族
制
度 

が
こ
，の
幽
體
婚
姻
0 .

家
族
に
ょ
.つV

形
成
せ
ら
れ
た
i
 

£

で
あ
る
。
而
U

て
こ
の
家
族
制
度
もW

濟
生
®
の
進 

步V
J

共
に
、
婚
姻
關
係
の
狻
雜
化
の
た
め
.に
遂
に
崩
壞 

す
る
に
军
つ
れ
の
で
一
あ
る
•■
,
°

こ
の
家
族
制
度
に
續
，い
て
形
成
さ
れ
た
も
の
は
.一.

塒 

的
個
別
婚
姻
の
家
族
制
度
：で
あ
る
：。
：1

時
的
個
別
婚
姻 

の
家
族
ミ
は
永
續
性
ど
狒
他
性
ど
を
缺
く
一
.對
の
興
汝 

の
個
別
的
婚
姻
を
基
礎
^

す
る
家
族
制
度
で
.あ

る

：
。
.
即 

ち
興
女
が
咎
令
其
の
當
事
者
ミ
.し
て
一
人
な
る
-'
4

あ
は 

1

夫
；

1
婦
の
婚
姻
制
度
？
異
る
所
が
な
い
が
、
共
の
結 

合
の
期
.間
は
.各
當
»

者
.の
任
意
に
ょ
0

て
宛
ま
る
0

で 

あ
る
。
 

.

.

‘

.

ノ一

時

的

個

別

婚

姻

の

家

族

，は

其

0

從
來
續
け
て
來
だ

餘
:6
1
に
無
力
で
あ
る
。
さ
を
し
て
共
產
的
生
活
如
も
數
そ
の
集
積
者
の
眞
實
の
子
女
に
ょ
：っ
.て
相
續
さ
れ
る
の

家
族
集
合
し
て
共
產
的
紀
家
針
^
營
む
こ
€
ば
以
前
か 

b
行
は
れ
、：

.：

其
の
結
果w

し
て
母
權
が
：尊
重
さ
れ
た
の 

で
，薩

」

.
—
時
的
個
別
婚
«
の
家
族
は
こ
の
母
權
の
尊 

。
重

を

其

の

基

調
^
し
/
a
も
の
で
あ
る
が
、
經
濟
生
活
の 

變
化
は
こ
0
狀
滕
を
打
'破

ず

る

^
.
至

つ

た

。
.經
濟

生

活 

の
#:
化

：の

第

ー

步

は

動

肠

の

個

發

で

め

つ

た

。

さ

ぅ

し 

苽
乙
：冷®

動
物
は
其
め
初
®
氏
族
の
所
葙
で
あ
つ
れ 

が
？
享
得
，の
困
難
淇
他
0
雜
_
か

ら

個

人

の

所

有

^
認 

め
ら
れ
ゐ
^
至
，つ
た
。
こ
'の

動

物

の

偏

藜

は

人

間

^

乳 

X
肉
ビ
を
與
.へ
た
。
嘗
て
；其
の
注
活
力
を
認
め
ら
れ
な 

.
か
つ
れ
戰
爭
の
捕
虜
昤
今
ゃ
齔
剩
生
活
資
料
化
ょ
つ
て 

簦
は
れ
で
.利
用
さ
れ
る
*
に
な
-)
た
。
：奴
隸
0
發
明
が 

ご
れ
で
あ
る
。
か
ズ
で
奴
隸
の
，發
明
に
ょ
つV

生
產
物 

の
分
量
.は
益
々
增
加
ム
た
。
さ
ぅ
し
て
奴
隸
の
所
有
者 

.
た

る

興

字

は

愈

々

富

を

集

賴

し

た

。

こ

.の

集

積

さ

れ

れ 

:

富
は
、
毋
權
法
^
.ょ
れ
ば
、
：相
績
.さ
；る
；べ
.き
.
^
'き
^
.
は
ヽ

で
は
な 

<
、
.其
の
.母
方
の
血
族
に
ょ
つ
て
相
續
さ
れ
る 

の
.で
あ
.る
、。
.自
己
が
營
々
ミ
し
て
集
積
;1
,
^
富
を
自
己 

の
子
孫
に
傅
へ
ね
，い
ビ
思
ふ
の
は
人
類
自
然
の
性
情
で 

あ
る
.。
‘
i今
や
富
の
集
猜
漭
は
そ
の
富
を
利
用
し
て
母
權 

译
の
因
襲
を
.打
破
し
や
ぅ
名
試
み
、
备
れ
^
成
功
^
杧 

の
で
あ
る
0
さ

ぅ
し
て
乙
の
經
«*
的

有

力

若

は

.母

權

的 

家
族
制
皮
を
a
か
へ
し
て
、
父
#
的
家
族
制
度
を
樹
立 

し
れ
ャ
第
の
特
質
さ
す
る
所
ゆ
1
家
族
の
中
に
一
定
數 

,0.
自S

人
と
奴
隸
ヒ
が
4
父
權
0
權
威
の
r
s
?
. 

ゐ
f

」

ど
で
あ
る
リ
こ
の
父
機
的
家
族
制
度e

樹
立
ミ 

母
攏
法
の
崩
*
ビ
は
女
性
の
男
性
记
對
す
る
敗
北
を
物 

■語
る
も
CD
-
,で
：お
K

V
こ
の
父
«
的
家
族
ビ
共
に
吾
々
は 

人
類
の
記
錄
お
'る
歷
史
^
入
る
の
で
あ
る
。，
さ
ぅ
しV

 

..1

時
_的
個
別
«
姻
.の
家
族
は
蒙
味
時
代
ギ
野
變
時
代
の
' 

境
界
に
..あ
が
セ
®
つ
^
が
、‘，

「,1、

般
は
は
蒙
味
時
代
の
第 

甚
期
ね
，
偶
.に

は

：野

礙

時

代
'の

第
1
‘期
^
起

っ

た

斯

も

：
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,

:'
.

.
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十

四

盤

(

一

一
七0)

雜

.
錄

,
マ
か
ク
ス
派
の
1

:

あ

る

。

兎

：に

角

己

の

1

時
的
個
別
婚
姻
'0
家
族
は
野
蠻 

:

時
代
の
特
徵
の
家
族
で
あ
る
の
は
、
ノ
團
體
婚
姻
の
家
族 

;'
が
麇
.味
時
代
0
、

I
夫

‘

r

婦
の
辦
姻
の
家
族
が
文
明
：時 

ft
-
の
#
質
で
あ
る
が
如
く
で
あ
る
o
,.
:

.
•

:

:

I

k

1
:
婦
の
婚
姻
の
家
族
0
形
成
は
：文
明
傭
代
の
初
. 

'期
に
.あ
いV

行
は
れ
、
を
は
^
子
の
優
越
ビ
私
有
財
库 

制
.度
の
形
成
に
其
の
基
磯
を
®
 S

て
ゐ
る
彳
而
し
て
.一 

夫1

婦
の
婚
姻
の
象
族
制
度
の
確
立
は
立
れ
氏
族
制
度
： 

の
崩
壤
ど
國
家
の
樹
立
S
を
意
味
：す
る
も
の
で
あ

るp 

以
下
^

^
ぐ
氏
族
制
度
^
就
い
て
語
ち
な
け
れ
ば
な
&

.

*

0、

'

.

.

.

.
:

::
;
| 

'

S

I)
w
n
g
e
l
s
:

丨 op. 

cit. 

pp. 44
-101 .

大
葸
、

:

七

. 

- 

:

氏
族
制
度
は
野
蠻
時
代
を
通
じ
文
明
時
代
に
至
る
ま
：
 

で
の
社
會
制
度
で
あ
る
。
而
b

て
を
ば
國
家
の
形
成
せ 

ら
る
ま
で
：の
原
始
的
社
#

制
度

V

し
て
極
め
て
重
要
な
. 

制
度
で
あ
る
。
種
々
の
形
態
^ '

ぉ
け
る
家
族
は
其
の
經
■ 【

家
觀 

' .

」

' 

铬
八
號
.

一四ニ

濟
的
能
カ
の
薇
願
で
あ
つ
れ
た
め
に
、
其
の
個
々
の
家 

族
^
し
て
&
然
^
對
し
て
對
立
の
狀
態
を
保
持
す
る
こ 

不
可
能
で
あ
つ
た

。

か
く
て

家
族
は
數
m

位
を
聯 

,

合
し
て
、
其
の
經
濟
的
能
力
を
增
大
し
た
の
で
あ

る
。
..
 

こ
の
家
族
の
.聯
合
が
即
ち
氏
族
制
度
で
あ
る
。

.

氏

族

制

度

ミ

は

ラ

ブ

：ン

語

で

g
e
n
s

ヒ
云
ひ
興
の
ギ
ッ 

シ
-ァ
語
で
あ
る
g
w§
s

ミ
共
に
ァ
ソ
ァ
ン
語
の
1

を 

其
の
譲
极
€
し
.て
：ゐ
る
"其
の
意
義
は「

注
む
し
茳beget: 

云
ふ
こ
.
S
で
あ
る
。
乙
の
語
は
ナ
ン
ス
ク
リ
ク
卜
® 

dschan

s'
ゴ
ー
ト
語
0'k

u
n
l

古
代
ス
力
ン

デ
ナ
グ 

及
び
ァ
ン
ダ
口
サ
キ
ソ
ン
語
のkyri

、英
語
のk

i
p

 mit" 

telhochdeutsche

の

k
Q
n
n
e

は
す
べ
で
血
統
、
子
孫
を 

，
意

味

す

る

。
:
. 1

然
ら
ば
こ
の
氏
族
制
度
の
組
織
如
何
。
E

fIs.

は 

M
o
r
g
a
n

に
從
つ
てJ

s
q
u
o
i
s

族
の
氏
族
制
度
を
硏
究 

，
す
る
ビ
共
に
、M

o
r
g
a
n

の
硏
究
を
基
礎W

し
て
¥
タ
- 

シ
ア
殊
た
，ア
テ
ン
に
ぉ
け
る
取
族
刺
度
、
ロ
：1

マ
に
お
.

け
：る

氏

族

制

度

、

獨

乙

及

び

ヶ

ル

〕

ト
R
族
の
間
に
あ
け
，
 

る
垃
族
制
^

^
つ
い
て
英
に
研
究
を
試
み
た
。
其
の
微 

細
な
部
分
は
異
る
に
し
て
も
、
其
の
大
部
分
に
つ
い
て 

は
氏
族
制
度
は
共
通
し
た」

一
0

制
度
で
|)
0

だ
。
双
に 

こ
：、
に
は
彼
の
硏
究
の
結
果
た
る
乙
れ
等
種
々
.の

氏
族 

制
®
を
；

I

々
記
述
す
る
こ
ぞ
を
血
め
、
た
ぃ
其
の
代
表 

的
の
も
の
で
あ
る
^
. 0

^!
。

-*
族

のSeneca.

種
族
に 

お
け
る
氏
族
制
度
の
大
體
を
記
述
す
る
こ
i

R
ょ
つV

 

國
家
發
座
以
前
に
お
け
る
社
會
組
_
の1:

般
的
考
察
を 

試
み
：や
？
S
思

ふ

.0
;
::
,
' —

:-
旣
fc
述
ベ
た
如
く
氏
族
制
度
は
圃
體
婚
姻
の
家
族
の
：

.
行
は
れ
rt
時
代
に
お
ぃ
て
發
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
而 

し
て
園
勝
概
姻
の
家
族
に
あ
つ
て
は
子
女
の
父
は
不
明 

、
で

あ

る

が

、

其
0 !
母
忮
明
か
で
ぁ
る
。
其
の
母
は
家
族 

，
の

全

：體

の

子

女
.を
其
の
子
ビ
呼
び
、
彼
等
に
：對
し
て
母 

ォ
し
て
の
義
務
を
有
す
,'
^
も
©
で
あ
る
が
V
彼
女
说
尙
..

.
ほ
其
の
肉
身
..の

子

女

を

他

の

子
*;
ど

區

別

ずる
。

.か

く

第
十
四
卷

.

(

ニ
.七一

.
)

雜錄ブル方ス派，
のー

て
.
®
體
婚
»

の

存

續

す

る

限

り

、
其

の

子

孫

は

^

子
の 

へ
系
統
の
み
明
か
で
あ
る
。

而

し

て

前
{?
:
も
_

に

述

，べ

れ
 

欉

^

團

體

婚

姻

の

制

度

に

ぉ

づ

て

は

肉

身

の

兄

弟

姉

妹 

の

婚

姻

を

禁

ず

る

が

故
^

.
こ
^

等

の

姉

妹

の

鼓

：<
は 

:
其

の

肉

身

の

兄

弟

か

ら

は

撰

ま

れ

な

い

、

即

ち

共

同

：の 

祖
先
を
有
す
る
，血

族

の

中

か

ら

は

撰

ま

れ

な

い

の

で

あ 

一
る
。

け
れ
ど
も
乙
れ
等
の
，如
妹〗

の 1

子

女

は

其

の
_

r

R
 

.

.
©
す

る

の

で

あ

る

。
何
ミ
な
れ
ば
こ
.の

血

族

_

體

は

母
 

の
0

の

み

を

包

含

す

る

か

ら

で

あ

る

。
3

ぅ
し
て
母 

側

の

肉

身

の

兄

弟

姉

姝

(

後

^

到

つて
こ

の

制

限

ば

摘 

大

さ

れ
^)

の

間

の

性

交

が

禁

北

せ

ら

れ

る

と

、

こ
の
.
 

血

族

幽

體

は

氏

族

ヒ

な
ク

れ

の

で

あ

る0

故

批

氏

族

は 

圓
體
.婚
姻
に
.ょ

つ

て

一

定

の

母

を

祖

先

^
す
ビ
認
め
ら 

れ

た

す

べ

て

の

個

人

か

ら

成
.立

す

る

。

か
、
る
性
質
を
有
す
る
庆
族
制
度
の
代
表
的
形
態
极 

I
roquois

族
殊
にS

e
n
e
c
a

種
族
に
お
け
る
氏
.族
制
度 

で
.あ
^
,。.
.
.
こ

の

種

族

は

動

物

の

名

纪

從

づ

て

命

名

さ

，れ 

，

家
，

觀
、

、
，
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四

盤n

 l

七
ニ)

，'
雜

錄

マ

ク̂ス派の_家觀

第八號

扛
八
，夕
の
氏
族
を
持
つ
で
ゐ
た
。輿
の
名
は.一
、
狼
、
一

r

 

熊
、11K

體

、
四
'
,海
独
、
五
、
，鹿
、
六
、
驚

、
七

綦

鷺

.八
、
—
で

ぁ

る

。
ぐ
，
，

掘
し
て
こ
S

の

す

ベ
の
氏
族
は
次
の
様
な
慣
習
を 

.持 

0セ
：ぬ
^
。，：
 

. 

：■:
*
、
:

.

.

.

，一：、.
氏
族
は
こ
の3

a
c
h
e
m

 

(
:¥
时
^
あ
け
る
行
政 

s
i2s)

*
w
o
h
i
e
f 

(

戰
時
^

お
け
る
指

«
官)

を
選
羅
し 

た
。：

こ
の
選
擧
權
は
劣
*:
:
平
等
で
、a

c
h
e
B

の
鋪
族
內 

に
；お
，.け
，る
，權
カ
は
父
權
的
の
も
の
で
ハ
全
く
道
德
的
性 

質
の
も
の
で
ぁ
：つ
^
。
A
ぅ
し
てS

a
d
b
e
m

はS
e
n
e
c
a

の
' 

種
，族
會
饑
ミ
^'I

r
o
q
y
o
i
s

民
族
の
聯
合
會
議
に
、ょ
っ
て 

援
助
さ
れV

.

ゐ
れ
。C

h
i
e
f

は
ぬ
戰
時
代
おS

て
指 

揮
權
を
有
す
る
の
み
で
ぁ
る
,

ハ
-
、「

R
族
は
任
意
にS

a
c
h
e
m

 

w
o
h
i
e
f

せ
を
引
退 

せ
じ「

め

.5
ゾ

；：

S %

Hi
來
る
o
こ
の
こ
^
は
同
じ
く
男
女 

共
调
を
以
っ
セ
行
は
れ
た
？
咬
れ
種
族
會
議
も
稀
族
の 

意
志
に
反
し
.

v

彼

等

^

引

退

せ

し

め

る

こ

ん

が

出

來

た

の
1?

あ
.る
，

, 

ハ 

•‘ 

3
、
.
氏
族
の
各
員
は
'そ
め
氏
族
巾
の
も
の
と
婚
姻
を 

結
ぶ
こ
ど
が
許
さ
れ
て
ゐ
な
ぃ
P

こ
の
慣
®

は
我
族
制
. 

度
の
最
も
根
本
的
の
憤
潛
で
あ
る
。
■■
:

:

四
、
死
ん
だ
氏
族
員
.の
財
產
ば
、
興
の
氏
族
所
臈
の 

人
冷
の
間
に
分
配

'さ
れ
た
り
即
ち
財
產
は
氏
族
の
內
k 

殘
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

芄
、
氏
族
員
は
相
a
扶
肋
を
行
つ
た〕

殊
に
異
種
族 

ょ
り
の
攻
擊
を
復
響
す
る
の
^
援
肋
し
合
つ
た
。

.

ふ
ハ
、
氏
族
は
1
.定
の
、
.ま
た
は
數
個
0
名
稱
を
持
つ 

V

ゐ
れ
。
さ
ぅ
し
-T
こ
•の
名
稱
は
他
の
庆
族
の
使
^

.1
> 

て
.は
な

ら

な

い

も
‘

の
で
あ

つ

れ

。

：

‘

七
、
氏
族
は
與
種
族
人
を
氏
族
員
穴
る
ご
と
を
俄
認 

す
る
こ
.
ビ
が
出
來
た
。
戰
^
の
補
虜
は
殺
さ
れ
な
ぃ
で 

氏
族
員
^
承
認
3
れ
：る」

J

と
が
あ
.つ
ね
-:
0
彼
等
は
t

0 

承
！I

Rょ
.っ
て
氏
族
の
權
利
ビ
樋
族
の
權
利
€
を
獲
得 

し

た

,0

勿
論
こ
の
•承
認
に
は
#

嚴

な

儀

式
^

必
要
，

w

し

た
の
で
あ
る
。

八

、

特

殊

：の

宗

敎

的

®

の
存
&
し
で
ゐ
た
こ
ビ
は 

ィX

デ
ィ
ァ
ン
氏
族
の
間
^
あ
つ
て
は
證
明
す
る
こ
ヒ 

が
出
來
な
い
け
れ
ど
も
、:-
:多
少
の
敎
的
儀
式
が
氏
族
：
 

ど
關
係
の
あ
つ
れ
こV!

は
#
實
で
あ
る
.0

九
、
K
族
は
典
同
の
规
雜
所
を
有
し
て
ゐ
た
。

.

.

.

.十
、
.氏

族

！
！
成

年

以

上

の

.

ER

女
の
m
等

投M

權

.を

有

す
る
’民

主

的

な̂

^
を
持
つ
て
ゐ
た
。1
:こ
の
#
議
R

 ̂

つ
"で
そ
：の

c
'^
e
fビ
を
S〗

*
'し
.た
0
で
め
,

^
0
 

o 

•. 

.
 

-

i

.

.

——

 

•-
 

.
 

• 

» 

-
.
'
. 

....

斯

繁

性

：質
砮
有
ず
る
氏
.舊

：五

つ

巷

し

ぐ

は

六

つ
 

を

；以

つ

：
で

猶

族

を

な

：す

ち

0
.で
：
办

る

が

、
.
0の

氏

族

.0
广 

三
つ
莕
し
ぐ
は
，11
0
,が
«
€
ま

つ

てPhratiy

を
形
成 

.L
V 
ゐ
を
。
，I
r
o
q
§
55
;

'
0間
に
.，̂

け
.'$
.
1
?
1
1

隹

1
:
7 

;

择
半
，
 

.

f《

靈

的

の

貝

的

の

衣

务

に

作

ら

れ
 

た
$

0
 で

杏

旮

。
：
0
r
u
.
^
L 
i

.

て

る

免

へ
 

_
族
0

#

^
、

一"

::

そ
J>
將

殊
0
迦

域

ゼ

特

殊

：の
.名

猶

：を

有

.
す

る

 

>』

%
、

ニ
、其
の
種
族
特
有
の
方
言
を
^

す
る
こ
と
、
h

v'
.
n氏
族
，
 

R
ょ
，つ

て

選

擧

さ

れ

れ

S
a
c.:
r
m
s 

VJ C
h
i
e
f

ミ
を
任
命
.
. 

す

;^
の
權
利
を
有
す
る
こ
名
、
.四
、
唆
た
彼
等
を
氏
族
: 

の
：.意
志
^
反
.し
て
も
免
職
す
る
to
權
利
の
あ
る
こ
^
、

五
、
.洪
通
な
宗
^

#
念
ビ
*
式
ミ
を
.有
す
る
こ
汽
六
、 

公
共
の
,事
項
•に
園
し
て
輝
族
會
議
を
開
催
す
る
こ
ヰ
、

七
、
.あ
る
®
族
に
お
い
て
は
！

i

の
主
長
の
權
の
制
限
^
. 

^
て
ゐ
る
ャ)

ヒ
が
こ
れ
-で
^
る
„
0 

.

:

、

‘
而

し
：
て:;
.
"1
1
§̂
*̂
'
'の
，̂

^

#つ
.て
:«(

俾

.0
種
*
 

の

間
^
あ

：
つ

て

奴

，
多

1

^

«い
所
-1
?
,あ
^

が)

，
猶

族

ね

： 

觅
に
聯
监
を
作
つ
て
ゐ
る
。
即

ち

J
r
o
q
^
g.
s
を
構
成
す 

る
種
族
は
(/
0

!
^0£1,.ぐ ayugas

v*onon^ikg&, 

Oneidas,

M
o
h
a
w
k

の
五
種
族
で
.*
石
が
此
：等
の
間
に
は
民
_
 

的

原

則

に

：ょ0
て
聯
盟
於
敗
，立
し
て
&
る
の
で
あ
る
。

.

之
を
耍
す
る
^

_

^

0根
本
摄
:1
1
;は
自
由
ど
苹
等
€ 

博
愛
S
で
あ
ぞ
。

V 

J'

の

自

由

革

平

等

及
■

の

上

に#
.

%
八
m

1

髮

I.



第
十
四
猞
、

(

ニ
七

.
© 

J雜

「

錄

■ャ

烽

ク

.：
ぅ

の

國

衆

觀

楗

族

の

觥

會

は

形

摩

れ

て

*
甚

で

|

,°
■:

'

.
1
3令
0
1
5
<
族

^
ぉ
い
；て
は
.遂
：̂

國
家
の
骚
生
^

.1
1
る 

K1
.^
ら
な
か
つ
れ
。
け
れ
ど
$
ギ

リ

シ

：
：
ァ

、

ベ
、

'麻
乙
、
：
ヶ
ル
ト
の
諸
民
族
の
間
代
あ
つ
'て
は
こ
.の
■氏
族 

‘

國
家
發
生
_以
前
^

¥
け

る

：社

會

組

織

で

あ

り

、

一
 

V.

國
.家

は

前

に.も

一

言
し
;^
樣
R

^
」

の
制
度
の
崩
»
の

廢
ノ
 

雄
の
'上
に
築
か
れ
，れ
社
#
制
度
な
の

で

あ

る

。

:以
下
、
ロ
|

マ
、
ギ
リ
；v
r .
、
グ
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